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非連結決算への移行に伴う 2022 年 3 月期通期個別業績予想及び配当予想に関するお知らせ 

 

当社は、2021 年９月 30 日付「2022 年３月期業績予想の修正に関するお知らせ」にて 2022 年３月期の連結

業績予想を公表いたしましたが、2021 年９月 30 日付「完全子会社の吸収合併（簡易合併・略式合併）に関す

るお知らせ」にて公表しましたとおり、2022 年１月１日付で当社の完全子会社であったＣ＆Ｈ株式会社を吸収

合併した結果、連結子会社が存在しなくなったことから、2022 年３月期第４四半期より非連結決算へ移行いた

しますので、業績予想につきましては、下記のとおりお知らせ致します。 

 

記 

 

１. 非連結決算への移行理由 

当社は、2021 年９月 30 日付「完全子会社の吸収合併（簡易合併・略式合併）に関するお知らせ」にて公表し

ましたとおり、当社グループ内における経営資源の集約、業務効率化を目的に、2022 年１月１日付で完全子会

社であるＣ＆Ｈ株式会社を吸収合併いたしました。 

その結果、当社は連結子会社が存在しなくなりましたので、2022 年３月期第４四半期より非連結決算へ移行

することとなりました。 

なお、非連結決算への移行に伴い、2022 年３月期有価証券報告書及び、2022 年３月期決算短信への連結財務

諸表の開示は致しません。 

 

２. 特別利益の計上について 

2022 年１月１日付の当社完全子会社の吸収合併により、抱合せ株式消滅差益 53 百万円が発生した為、2022

年３月期通期個別業績に特別利益として計上する予定としております。 

 

３. 2022 年３月期通期連結業績予想（2021 年９月 30 日公表）の取り下げについて 

当社の業績予想開示は、これまで連結（連結子会社１社）で行ってまいりましたが、2022 年３月期第４四半

期より非連結決算へ移行することになりましたので、2021 年９月 30 日に公表いたしました通期連結業績予想

を取り下げます。 

 

４. 2022 年３月期通期個別業績予想について 

(1)  2022 年３月期通期個別業績予想（2021 年４月１日～2022 年３月 31 日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

今回発表予想 
百万円 
10,800 

百万円 
390 

百万円 
400 

百万円 
300 

円 銭 
10.58 

(ご参考)連結予想 
(2021年９月30日公表) 

10,400 300 300 200 7.05 

(ご参考)前期連結実績
(2021 年３月期) 

9,106 129 228 173 6.13 

   

   

 



(2) 通期個別業績予想の通期連結業績予想（2021 年９月 30 日公表）からの修正理由 

2022 年３月期累計期間の通期個別業績予想につきましては、国内の新設住宅着工戸数の増加に加えて、ウッ

ドショックによる他の木質ボードからの代替需要も発生し、国内のＭＤＦの需給が逼迫したことにより、値上

げが浸透するとともに販売量が増加し売上高が増加する見込みであります。一方、製造原価については、新型

コロナウイルス拡散の影響による世界的な物流の停滞及び、中国の輸出制限による原材料の需給逼迫及び、エ

ネルギーコストの上昇により原材料費が増加しましたが、フル生産による原価低減と値上げによる原材料費上

昇の吸収により営業利益は増加する見込みであります。また、当該吸収合併により、抱合せ株式消滅差益 53 百

万円が特別利益として発生し、経常利益及び、当期純利益は増益となる見込みであります。 

 

５．配当予想の修正 

 年間配当金 

第２四半期末 期 末 合 計 

前回予想 
(2021 年９月 30 日公表) 

０円 00 銭 未定 未定 

今回修正予想  ３円 00 銭 ３円 00 銭 

当期実績 ０円 00 銭   

前期実績(2021 年３月期) ０円 00 銭 １円 50 銭 １円 50 銭 

 

(配当予想の修正理由) 

配当につきましては、2022 年３月期通期個別業績予想を鑑み、当社の配当方針に則り、上記の通り修正いた

します。 

 

(注意事項) 

上記の予想数値は、本資料の発表時現在において、入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業

績は今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 

 

以 上 


